
２
６
年
度
の
教
員
採
用
試
験
実
施
要
項

が
発
表
さ
れ
、
今
年
の
一
次
試
験
の
一
般

教
養
に
新
し
く
「
教
職
教
養
」
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
は
、「
教
育
法

規
」
を
確
実
に
マ
ス
タ
ー
す
る
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
人
権
教
育
資
料
「
ほ
ほ
え
み
」

が
新
た
に
発
刊
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
毎
年
発
行
の
「
指

導
の
重
点
」
と
共
に
是
非
早
め
に
一
読
し

て
お
き
た
い
。

京
都
市
は
、
例
年
教
員
を
希
望
す
る
者

を
対
象
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
」
を
月
２
～
３
回
発
行
し
て
い
る
。
こ

の
題
目
の
ハ
ー
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文

字
に
「
目
指
す
教
員
像
」
の
意
味
が
こ
め

ら
れ
て
お
り
、
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

 
 

大
阪
市
は
、「
学
力
低
下
」
や

 
 

 
 

「
非
行
率
の
高
さ
」
等
を
背
景

 
 

 
 

に
、
本
年
度
か
ら
全
小
中
学
校

で
土
曜
授
業
が
復
活
さ
れ
る
。
一
般
教
科

学
習
の
ほ
か
、
外
国
語
活
動
や
防
災
教
育

な
ど
、
社
会
人
講
師
招
聘
の
授
業
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

他
の
都
道
府
県
で
も
同
様
の
動
き
が
予

想
さ
れ
る
。

本
年
１
月
、「
岡
山
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」
や

「
岡
山
っ
子
育
成
条
例
」「
心
豊
か
な
岡
山

っ
子
育
成
プ
ラ
ン
」
な
ど
を
統
合
し
て
、

「
岡
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
が
策
定

さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
３
２
年
ま
で
の
８

年
間
を
見
越
し
た
教
育
行
政
の
中
長
期
の

基
本
的
な
方
向
性
と
な
る
。

大
津
市
の
い
じ
め
自
殺
事
件
を
受
け
、

本
年
度
か
ら
滋
賀
県
内
の
全
中
学
校
で
３

５
人
学
級
が
実
施
さ
れ
る
。
（
中
１
生
は
、

平
成
１
５
年
度
よ
り
既
に
実
施
済
）

こ
れ
に
よ
り
、
教
員
と
児
童
生
徒
が
向

き
合
う
時
間
確
保
が
で
き
、
い
じ
め
防
止

な
ど
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
都
は
本
年
度
よ
り
全
中
１

生
を
対
象
に
３
５
人
学
級
が
実
施
さ
れ
る
。

な
お
、
兵
庫
県
は
昨
年
の
７
月
に
「
い

じ
め
問
題
に
対
す
る
対
応
の
徹
底
に
つ
い

て
」
の
通
知
が
出
さ
れ
た
の
に
続
き
、
本

年
３
月
に
「
い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
版
が
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
、
詳
し
く
は
県
教
委

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
も
、
教
員
志
望
者
を
対
象
に
「
お

お
さ
か
教
志
通
信
」
を
、
堺
市
は
「
堺
、

教
師
ゆ
め
塾
（
未
来
を
つ
く
る
）
」
を
発
刊

し
て
い
る
。
受
験
希
望
者
は
各
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
早
速
登
録
す

る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

な
お
東
京
都
は
「
東
京
の
先
生
に
な
ろ

う
」
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
登

録
な
く
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。

他
府
県
で
実
施
さ
れ
て
い
た
教
職
教
養

が
兵
庫
県
で
も
出
題
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教

育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
（
前
期
）
に
お
い
て
、

現
場
経
験
に
基
づ
い
た
「
教
育
関
係
法
規

の
実
際
」
を
設
定
し
た
。

原
則
と
し
て
Ｐ
２
生
は
毎
月
曜
日
２
限
、

Ｐ
３
生
は
月
曜
日
４
限
に
実
施
。
演
習
を

取
り
入
れ
た
講
義
形
態
と
し
て
行
う
予
定
。

是
非
受
講
さ
れ
た
し
。

個
人
面
接
の
「
圧
迫
面
接
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
教
師
と
い
う
仕

 
 

【
参
加
対
象
】

小
学
校
教
員
特
別
養
成
コ
ー
ス

他
コ
ー
ス
の
ス
ト
レ
ー
ト
院
生

事
は
、
い
わ
ゆ
る
モ
ン
ス
タ
ー
等
の
対
応

も
必
要
に
な
る
た
め
、
敢
え
て
受
験
者
を

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
さ
せ
て
、
そ
の
適
応
性

を
見
よ
う
と
す
る
面
接
で
あ
る
。

「
何
事
に
も
動
じ
る
こ
と
な
く
、
度
胸

や
腹
が
据
わ
っ
て
い
る
か
」
と
か
、「
苦
し

い
状
況
を
乗
り
切
っ
て
、
栄
光
を
勝
ち
取

ろ
う
と
す
る
気
迫
や
執
念
が
あ
る
か
」
を

問
う
個
人
面
接
だ
か
ら
、
ど
ん
な
意
地
悪

な
質
問
を
さ
れ
て
も
カ
ッ
カ
せ
ず
、
パ
ニ

ッ
ク
に
な
ら
な
い
こ
と
が
肝
要
。

バ
タ
バ
タ
し
て
術
中
に
は
ま
ら
ず
、「
頼
も

し
さ
」
や
「
信
念
の
強
さ
」「
好
印
象
」
を

与
え
る
対
応
を
考
え
て
お
こ
う
。

２
６
年
度
教
員
採
用
試
験
に
係
る
大
学

推
薦
の
募
集
が
発
表
さ
れ
た
。
教
職
大
学

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

院
生
が
応
募

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で
き
る
県
市

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
、
上
記
の

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
お
り
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
詳
し
く
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
ャ
リ
ア
セ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ン
タ
ー
に
問

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
合
わ
せ
）

▼
３
月
に
入
り
、
Ｐ
２
生
、
Ｐ
３
生
か
ら

「
面
接
練
習
を
し
た
い
の
で
指
導
し
て

欲
し
い
」
旨
の
要
望
が
相
次
い
だ
。
教

採
合
格
者
に
よ
る
「
励
ま
し
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
や
修
了
生
の
姿
勢
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
よ
う
だ
。

▼
偶
然
、
多
く
の
Ｐ
３
生
が
院
生
控
室
を

熱
心
に
掃
除
し
て
い
る
姿
に
出
く
わ
し
た
。

「
こ
れ
も
実
習
で
培
っ
た
力
で
す
」
と
爽

や
か
な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

本
年
度
か
ら
、
教
採
や
実
習
等
に
役
立

つ
教
育
情
報
を
、
原
則
月
１
回
発
刊
予
定
。

セ
ン
タ
ー
と
皆
さ
ん
で
創
る
双
方
向
性

紙
面
に
す
る
た
め
、
広
く
意
見
を
募
集
。

         〈 事 例 〉           

①「君は教師にむいていないのと違うかね？」

②「そんなやり方は、誰だって思いつく。も

っと違うやり方はないの？」

③「その方法で通用すると思うの？君の考え

方は甘いのでは？」

④「せっかく体験したのに、学んだことはそ

の程度ですか？」

⑤「不採用になったらどうしますか？」

       〈ＨＥＡＲＴ〉
「Ｈ」＝Ｈｅａｌｔｈ
  心身共に健康で豊かな人間性を育むことのでき
  る先生
「Ｅ」＝Ｅｘｐｅｒｔ

専門的力量を有し、基礎基本の徹底ができる先生
「Ａ」＝Ａｃｔｉｏｎ
  実践力があり、多様な経験を持ち、社会の変化に
  対応できる先生
「Ｒ」＝Ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ
  責任感が強く、熱意を持って個性を生かす教育を
  推進できる先生
「Ｔ」＝Ｔｅａｍｗｏｒｋ
  組織的計画的に学力の充実・向上を図ることので
  きる先生

  〈いじめ対応マニュアル〉

第１部 教職員マニュアル
Ⅰ いじめ問題に関する基本的な考え方
Ⅱ 未然防止
Ⅲ 早期発見（７項目）
Ⅳ 早期対応（４項目）
Ⅴ ネット上のいじめの対応

第２部 組織対応マニュアル
Ⅰ いじめ問題に取り組む体制の整備
Ⅱ いじめが起こった場合の組織的対応

   の流れ
Ⅲ 教育委員会、警察、地域等の関係機

   関との連携
Ⅳ 教職員の研修の充実

    ―兵庫県教育委員会―

小学校課程の部
（大阪府）

推薦可能２人
（神奈川県）

推薦人数設けず
（川崎市）

推薦可能１人
（相模原市）

推薦人数設けず

平成２５年４月１日（第１号）

前期セミナー

時間割

（Ｐ１）

月曜日 ３限

水曜日 ３限

（Ｐ２）

月曜日 ２限

金曜日１･２限

（Ｐ３）

月曜日 ４限

水曜日１･２限

   【昨年度出題の多かった場面指導の例】

・学習を苦手とする子どもへの対応

・発達障害など特別な支援が必要な子どもへの対応

連携協力校
担当地区

（明石市）
（高砂市）
(加古川市)

連携協力校
担当地区
（神戸市）
（尼崎市）
（西宮市）
（伊丹市）

連携協力校
担当地区
（三木市）
（三田市）
（篠山市）

連携協力校
担当地区

（西脇市）
（加東市）
（稲美町）

連携協力校
担当地区

（加西市）
（多可町）
（小野市）

「研究・連携推進センター」は発展的に統合し「教育実習総合センター」になりました。


